
民間の力で実現する日本初の試み！

世田谷区と豊島区に開設運営中！

虐待や貧困などで児童養護施設に暮らす子どもたちは全国で3万人。

入所中は手厚い公的支援を受けられますが、18歳になると退所して頼る人も少ないなか自立を迫られます。

一方で、様々な理由から空き家になっている家は全国で7軒に1軒に及び、社会問題となっています。

NPO法人東京里山開拓団は、都心部の空き家を家主から期間限定・家賃無償・現状のまま借り受けて、

児童養護施設や仲間とともに自ら片付け改修し、児童養護施設を退所する人に家賃無料で提供します。

入居者は、積立促進や生活習慣づくり、仲間づくりなどの自立応援を通じて３～５年で旅立っていきます。

税金に頼らず民間の協力で実現する画期的な社会貢献の試みに協力いただける大家さんを募集しています！

児童養護施設退所者の自立を応援する

家賃無料の家づくり！大家さん募集！

①自己負担も面倒もなく大きな社会貢献！

②期間中の税金・火災保険等は当団体負担！

③片付も改修も運営も当団体が実施！

④３～５年間で延長なく契約終了するので安心！

空き家提供のメリット

「子ども家族が戻るまでの間、負担なく社会貢献できてうれしい」
（まちごろりん世田谷・個人大家様）

「再開発で取壊予定物件で社会貢献できるとは！」
（まちごろりん豊島・企業大家様）

「ここまでの応援を民間だけで成し遂げるとは」と行政やマスメディアも大注目！

★一時的な空家で社会貢献★



まちごろりん世田谷づくり

まちごろりん豊島づくり

東京の荒れた山林や空き家を6つの児童養護施設の子どもたちとともに再生し、ふるさとを自らの手で創り出す社会
貢献活動を推進。会社員・主婦・学生等約40名でボランティア運営（代表：堀崎茂、世田谷区在住、2児の父）。
児童養護施設との里山開拓は12年間で100回以上実施し、のべ700名以上の子どもたちが進んで参加。里山の
ふもとで朽ちていた築300年の古民家も児童養護施設の子どもたちとともに再生、ふるさとの家として運営中。都心の
空き家2軒を再生し施設退所者の自立応援の家として運営中。環境保全と児童福祉に一石二鳥で取り組む前例の
ない試みとして注目され、環境大臣・厚生労働省から表彰、環境白書掲載、マスメディア紹介・講演多数。

kaitaku-jimu@googlegroups.com（事務局）
０８０－９９８０－８７９２（堀崎）
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